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連載 著作権と情報システム 第 18 回 

司法書士／駒澤大学 田沼 浩 
１．著作物 

 

[3] 文化庁案「著作権審議会第六小委員会（コンピュータ・ソフトウェア関係） 

       中間報告」（10） 

 

Ⅳ 保護の内容 
 二 著作権 
（2）翻案権 
著作権法第２７条において、「著作者は、その著作物を翻訳し、編曲し、若しくは

変形し、又は脚色し、映画化し、その他翻案する権利を専有する」と規定されている。

翻案権とは、同法同条により「二次的著作物を創作する権利」として認められている

ものである。また、同法第２８条により、「二次的著作物の原著作物の著作者は、当

該二次的著作物の利用に関し、この款に規定する権利（複製権等の著作物の支分権）

で当該二次的著作物の著作者が有するものと同一の種類の権利を専有する」としてい

る。たとえば原作となる小説をゲームソフトとしてプログラムに翻案した場合、原著

作者である小説の著作者にもゲームソフトの頒布権を認めるというものである。 

そして、プログラムはそのアルゴリズムを保護の対象とはされていないことから、

リバースエンジニアリングと呼ばれるプログラムの技術解析は、著作権を侵害するこ

とにはならない。著作権審議会第六小委員会では、プログラムの翻案について、小説

などの他の著作物に比べて、権利（著作権）の及ぶ範囲は狭いものとして考えられる

べきと報告している。たとえば、あるプログラムに基づいて創作性のある改変を加え

る行為は翻案であるが、別のプログラムを追加したような場合は、別々の権利を有す

るもの（著作物）と考えられる。また、あるプログラムを解析して導き出されたアル

ゴリズムから、新しいフローチャートを作成し、そこからプログラムを作成すること

は翻案に該当しない。 

中間報告では、プログラムについての翻案権の及ぶ範囲を具体的にすべきという意

見があったが、特許法の利用発明の利用概念のように明確にすることは困難という意

見を述べるにとどまっている。 
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